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編 集 総務部秘書企画課

印 刷 嚇北斗ォフセット しかわら 
市の人口 総数51,683人（男24,876・女26,807）世帯数14,906 (4 月30日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

わたくしたちの先人は、不捜不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 
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（昭和59年10月 1日制定） 市 民 憲 章 

,
 
毎
号

と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

o

後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
っ
 

，
 

去
る
四
月
一
一

十
四
・
二
十
五
 

の
両
日
、
東
京
 

・

駒
沢
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
園
で

開
か
れ
た
第

一

回
全
国
選
抜
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
日
本
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
連
合

主
催
）
で
、
県

代
表
と
し
て
本

市
か
ら
出
場
し

た
市
老
連
ゲ

ー
 
 

ト
ボ
ー
ル
部
会
男
子
チ
ー
ム
が
、
 

六
十
五
歳
以
上
の
部
で
堂
々
1
1一

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
本
市
か
ら
県

代
表
と
し
て
男
女
各
ー
チ
ー
ム

が
出
場
。
両
チ
ー
ム
と
も
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
入
り
を
果
た
し
、
 

そ
の
う
ち
男
子
チ
ー
ム
が
準
決

勝
戦
に
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
も
の
。
 

市
老
連
の
葛
西
専
造
会
長
と

伊
藤
徳
一
監
督
ほ
か
十
四
人
は

四
月
二
十
八
日
、
市
役
所
を
訪

れ
森
田
市
長
に
入
賞
を
伝
え
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
、
 

「皆
さ
ん
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
本
当
に
す
ば
ら
し

い
快
挙
で
す
。
今
後
、
市
民
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
関
心

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
市
も
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に

一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
称
え
ま
し
た
。
 

同
チ
ー
ム
は
、
市
庁
舎
裏
の

岩
木
川
河
川
敷
で
暇
を
見
て
は

練
習
を
続
け
て
お
り
、
今
後
一

層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

時
、
参
加
者
は
ス
タ
ー
ト
地
点

に
集
合
。
準
備
体
操
の
後
、
 一

斉
に
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
、
 

各
自
の
ペ

ー
ス
に
合
わ
せ
て
全

員
完
走
し
ま
し
た
。
 

こ
の
コ

ー
ス
は
岩
木
川
堤
防

を
走
り
な
が
ら
、
右
に
雄
大
な

岩
木
山
と
岩
木
川
の
流
れ
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
絶
好
の
場
所
で
、
多
く
の

市
民
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

臼
回

お
会

冒
冒
勺
る

曾
罵
 

ー
市

老
連
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル

部
会
男
子
ー
 

走り初め会でジョギングを 

楽しむ参加者達。 

天
皇
誕
生
日
 
は
、

市
民
の
健
康
と
体
力
の
増

の
四
月
二
十
九
 
進
を
図

る
た
め
に
、
い
つ
で
も

日
、
お
は
よ
う
 
だ
れ
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
設

ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
 
定

さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
八
 

「
コ
ー
ス
走
り
 
年
目
。
 

初
め
会
」
が
行
 
一

J
e
日
の
コ
ー
ス
は
、
市
庁

わ
れ
、
子
ど
も
 
舎
裏
の

岩
木
川
河
川
敷
を
起
点

か
ら
お
年
寄
り
 
に
、

岩
木
川
堤
防
を
南
へ
走
り
、
 

ま
で
市
民
約
三
 
元
町

浄
水
場
手
前
か
ら
八
幡
宮

百
人
が
参
加
し
 

を
通
り
柳
町
を
経
由
し
て
ス
タ

ま
し
た
。
 

ー
ト
地
点
に
帰
る
全
長
約
二
〇

こ
の
コ
ー
ス
 
〇
〇

H
の
も
の
で
す
。
午
前
六
 

畿
芽
誓
団
目
昌
魁
凹
翻
め
会
み
繊
加
 



n乙
 

（第615号 j 

昭
和
六
十
一
年
度
の
行
政
連
絡
員
一
六
一
人
が決
ま
り
四
月

ニ
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
そ
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

行
政
連
絡
員
は
、
市
民
と
市
役
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

の
役
割
を
担
う
も
の
で
、
そ
の
任
期
は
ニ
年
で
す
。
 

式
で
は
、
森
田
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
後
「
明
る
く
住
み
よ

い
活
力
あ
る
五
所川
原
市
を
つ
く
る
た
め
に
、
市
民
と
市
役
所

と
の
接
点
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
、iJ協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
し
く
行
政
連
絡
員
に
な
ら
れた
の
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

行政連絡員の委嘱状を交付する森田市長（左） 

広報ごしょがわら 

(
 五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町
 
長内
千
代
吉
 

▽
幾
島
町
 
塚
本
柾
夫
 

▽
柏
原
町
 
高
松
三
雄
 

マ
上
平
井
町
 
気
田
勝
治
 

▽
平
井
町
 
津
川
武
雄
 

▽
中
平
井
町
 
古
坂
功
 

▽
下
平
井
町
 
木
村
智
響
）雄
、
 

磯
辺
勇
司
 

マ
さ
つ
き
町
 
尾
野
男
茶
 

▽
敷
島
町
 開
米
尾
次
 

マ
東
雲
町
 
木
村

一
雄
 

▽
旭
町
 鈴
木
勝
次
 

▽
大
町
 
姥
子
竹
次
郎
 

▽
寺
町
・
岩
木
町
 
福
士
孝
一
 

▽
末
広
・
新
宮
町
 
松
本
一
雄
 

▽
新
宮
町
 
原
三
五
一
 

▽
末
広
町
 
小
野
清
茂
 

▽
布
屋
町
 
葛
西
徳
蔵
 

▽
本
町
 葛
西
専
造
 

▽
東
町
 小
山
末
治
 

▽
弥
生
町
 宮
野
淳
 

▽
鎌
谷
町
 
俵
谷
佐
之
一
 

▽
ー
ツ
谷
 竹
谷
と
く
 

▽
鳥
森
 
成
田
ミ
ヤ
 

▽
川
端
町
 
三
国
谷
富
雄
 

▽
第
一
柳
町
 
対
馬
左
都
夫
 

▽
第
ニ
柳
町
 
葛
西
富
蔵
 

▽
成
田
町
 
三
浦
慶
助
 

▽
元
町
 蒔
田
鉄
男
 

▽
新
町
 
木
村
宗
勝
 

▽
田
町
 
高
松
文
蔵
 
 

▽
栄
町
 
江
良
直
義
 

▽
田
園
町
 
大
沢
拓
三
 

▽
十
川
町
 
前
田
貢
 

▽
平
和
町
 
野
呂
甚
助
、
荒
谷
 

青
月
 

▽
雛
田
 
平
山昭
1
1
1
 

▽
小
曲
 
成
田
孝
一
郎
 

▽
沼
田
町
 
山
口
直
義
 

▽
八
重
菊
 
浜
田
昭
信
 

（
松
島
 
団

地
〕
 

▽
松
島
町
一
丁
目
 
藤
田
善
太
 

白
〈
 

▽
同
ニ
丁
目
 
野
呂
操

▽
同
三
丁
目
 
寺
田正
一

▽
同
四
丁
目
 
葛
西
勇
三
郎

▽
同
五
丁
目
 
三
上
義
造

▽
同
六
丁
目
 白
川
久
夫

▽
同
七
丁
目
 
工
藤
義美

▽
同
八
丁
目
 
千
葉
惣
之
助
 

▽
第
一
千鳥
町
 
原
田
市
太
郎
 

▽
ェ
ー
 
町
 
北
浦
一
義
 

▽
湊
団
地
町
 
吉
井
善
一
 

〔
 若
 
葉
 
地
 
区
 

▽
市
営
住
宅
 
中
谷
正
治

▽
県
営
住
宅
 
小
野
つ
東

▽
第
一
町
内
 白
取
孝
一

▽
第
ニ
町
内
 
前
旬
栄雄
 

梅
 
沢
 
地
 
区
 

マ
梅
田
 
前
田
誠
、土
岐
雄
一
、
 

成
田
友
則
 

▽
中
泉
 神
義
市
、
関
徳
治
 

〔
栄
 
地
 
区

〕
 

▽
湊
 
平
山
弥
助
、三
橋
兼
蔵
 

▽
姥
蒐
 
木
村
三
四
郎
 

マ
猫
一
泡
 藤
田
藤
栄
 

▽
ー
ー
ー
ツ

谷
 
岩
製

男
 

マ
稲
実
 
加
藤
藤
男
、
木
村
勝
 

四
郎
 

マ
広
田
 鹿
内
二
一
郎
、
山
田
 

資
 

▽
雇
用
促
進住
宅
 
小
山内
哲
 

夫
 

マ
七
ツ
館
 
葛
西
繁
夫
、
葛
西
 

喜
美
雄
 

▽
み
ど
り
町
一
丁
目
 
町
屋
て
 

つ
 

マ
同
ニ
・
三
丁
目
 
小
野
栄
子
 

▽
同
四
丁
目
 
長
内
武
男
 

▽
同
五
丁
目
 
宮
越
富
美
枝
 

▽
同
六
丁
目
 
木
村

一
四五
 

▽
同
七
丁
目
 
赤
城
幸
雄
 

▽
同
八
丁
目
 
田
中
ヤ
エ
 

長
 
橋
 
地
 
区
 

▽
浅
井
 
今
武
四
郎
 

▽
福
山
 
石
岡
勝
美
、
小
田
桐
 

柾
五
郎
 

▽
杉
派
立
 
須
藤
嘉
四
太
郎
 

▽
野
里
 
今
定
四郎
 

▽
神
山
 
松
野辰
巳
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、
 

▽
松
野
木
 
長
尾
芳
彦

▽
福
岡
 
横
島
貞
吉

▽
若
山
 
成
田
政
敏

▽
石
田
坂
 
片
岡
重
義

▽
戸
沢
 
間
山
正
昭

▽
豊
成
 
工
藤
順
「
一
 

七
 
和
 
地
 
区
 
 )
 

▽
高
野
 
楠
美
浩
正
、
堀
内
謙
 

司
、
小
笠
原
惣
三
郎
 

▽
前
田
野
目
 
斎
藤
定美
、
大
 

坂
幸
雄
 

▽
持
子
沢
 
小
笠
原
謙
一
 

▽
羽
野
木
沢
 
阿
部
俊
一
 

▽
原
子
 
柳
原
政
次
郎
、
伊
藤
 

俊
彦
 

▽
俵
元
 
外
崎
善
太
郎
 

冨
島

地
区
）
 

▽
唐
笠
柳
 
橘
節
男
 

▽
石
岡
 
佐
々
木
嘉
四
太
郎
 

▽
水
野
尾
 
森
美
佐
雄
、
高
橋
 

信
一
 

▽
漆
川
 
吉
村
嘉右
工
門
 

▽
太
刀
打
 
山
形
隆
一
 

▽
桃
崎
 
荒
関
重
造
 

▽
尻
無
 
山
田
実
 

▽
一
野
坪
 
三浦
柾
一
 

▽
石
畑
 
対
馬
佐
三
雄
 

▽
前
一
泡
・
中村
 
小
野
博
道
 

▽
馬
性
 
高
橋
天
進
 

▽
野
崎
 
野
呂
千代
作
 

▽
田
中
 
小
野正
清
 

▽
悪
戸
・
宮
田
 
高橋
博
士
 

▽
川
代
田
 
対
馬
昌
一
 

▽
米
田
 
対馬
国
雄
 

飯
詰
 
地
区
 

マ
坂
上
 
長
峰
勝
義
 

▽
南
新
 
柳
原
与
四
郎
 

▽
北
新
・
中
町
 
長
峰
政
雄
 

▽
新
町
・
大
町
 
山
口
賢
吉
 

▽
伝
助
町

・
下
町
 
三
浦
利
雄
 

マ
大
正
町
 中
村
敬
一
 

▽
大
日
町
 
柳
原
幸
枝
 

▽
南
下
・
中
下
 
工
藤
徳
三
郎
 

▽
長
坂
 
平
山
正
治
 

▽
曙
町
 岡
田
晴
正
 

▽
興
隆
・
朝
日
 
鳴
海
金
蔵
 

▽
下
岩
崎
 
其
田み
よ
の
 

▽
五
本
松
・
北
下
 
三
上
兼
四
 

白
〈
 

▽
下
村
 
今実
 

▽
上
町

・
寺
町
 
中
谷庄
左
衛
 

【」J
 

喜
代
治
、
木
村
昌
一
 

▽
藻
川
 
佐
藤
勇
造
、
一
戸
助
 

六
、
川
浪
勇
一
、
高
橋
由
造
 

▽
高
瀬
 
木
村
与
五
郎
 

マ
福
井
 
小
笠
原

一
郎
 

中

川
 
地
 
区
 

▽
川
山
（
上
）
 
松
沢松
治
郎
 

▽
同
（
中
）
 
藤
森
信
悦
 

▽
同
（
下
）
 館
山
長
治
郎
 

▽
沖
飯
詰
 
藤
森勇

▽
桜
田
 
古川
春
夫

マ
中
泊
 
外
崎
正
雄

▽
種
井
 
高
橋
敏江

▽
田
川
 
山
形
昂
一
 

毘
沙
門
地
区
 

▽
旭
・
新
田
 
太
田藤
太
郎
 
 

マ
共
栄
 
三
ケ
田
奥
造
 

マ
中
野

・
川
端
 
福
間
光
雄

▽
長
富
（
上
）
 
増
田
光
信

▽
同
（
中
）
 高
橋
聡
允
、
斎

藤
秀
成
 

▽
同
（
下
）
 
木村
千
代
作
 

好 

地 

区 

▽
ニ
本
柳
 
蒔
田豊
作
 

へ
三
 
子
 
・
 

r
ン
 
▽
毘

沙
門
 
北
川
要
二
郎
 

▽
吹
畑
 
寺
田
寿
 
（

I
 
ョ
，
 j
 
ー

、
 

▽
鶴
ケ
岡
 長
尾
一
男
、
葛
西
 
▽
中
崎
 
北
川
成
四
郎
 

③昭和61年（1986年）5 月15日 

市
で
は
四
月
一
干
一
日
、中

央
公
民
館
で
地
域
相
談
指
導
員

二
六
人
の
委
嘱状
の
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。
 

同
相
談
員
は
、
出
稼
者
の
就

労
動
向
の
は
握
や
出稼
者
に
対

す
る
求
人
情
報
の
提
供
、
留
守

家
族
と
の
相
談
等
の
業
務
を
行

う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
市
長
代
理
の

吉
岡
助
役
が
委
嘱
状
交
付
後
 

「市
民
が
、
安
全
で
明
る
い
出
 
 

稼
ぎ
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
丹
代
永
三
郎
五

所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
長
と

久
保
純
一
五
所川
原
公
共
職
業

安
定
所
長
が
、
 「出
稼
ぎ
の
現

況
、
労
働
災
害
の
防
止
、
出
稼

ぎ
の
心
得
」
な
ど
に
つ
い
て
講

話
し
、
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

同
指
導
員
に
委
嘱
さ
れた
の

は
、
次
の
と
お
り
。
 

（敬
称
略
）
 

山
川
定
助
（
新
宮
町
）
、
田
中

三
千
男
、
中
谷
比
瑳
夫
（
以
上

飯
詰
）
、
其
田
勤
（
下岩
崎
）
、
 

竹
谷
政
美
、
前
田
公
範
（
以上

梅
田
）
、
長
沢
正
美
、
工
藤
柾

光

（
以上
小
曲
）
、
一
戸
林
、
 

加
藤
正
広
（
以
上
稲
実
）
、
吉

岡
留
四
郎

（川
山
）
、
館
山
一

幸
（
種
井
）
、
笠
井
安
信
（
桜

田
）
、間
山
正
司
（
松
野木
）
、
 

斎
藤
由
雄
（
神
山
）
、
新
谷
一
 
 

郎
（
羽
野
木
沢
）
、
福
士
英
一
 

（
高
野）
、
松
川
利
雄
、
原
田

信
英
（
以
上
長
富
）
、
蒔
田
正

美
（
唐
笠
柳
）
、岩
崎
繁
夫
（
金

山
）
、
清
野
敏
夫
（
水
野尾
）
、
 

野
呂
国
四
郎
、
一
戸
正
道
、
木

村
幸
治
（
以
上
藻
川
）
、
開
米

実
枝

（鶴
ケ
岡
）
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（第615号） ④ 広報こ‘しよがわら 昭和61年（1986年）5 月15日 

審
⑩
勿
凹
ニ
ン
作
騒
鳳
固
中
J
 

潤
い
の
あ
る

生
活
を
《

・
 

ー
環
境
緑
化
ま
つ
り
開

催
ー
 

雪
が
消
え
る
と
街
の
い
た
る

所
に
、
ゴ
ミ
や
泥
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
した
。
 

市
で
は
、
今
年
も
四
月
二
十

五
日
か
ら
 
「春
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
 

「緑
を
大
切
に
、
潤
い
の
あ

る
生
活
を
ノ
」
を
テ
ー
マ
に
、
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
が
四
月
二
十

六
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
 

側
溝
な
ど
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集

処
理
し
て
住
み
よ
い
き
れい
な

環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
町
内
会

連
合
会
、同
環
境
整
備
委
員
会
、
 

市
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
も
の
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
初
日
の
午
前

九
時
、
森
田
市
長
を
は
じめ
、
 

市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
で開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
緑
豊
か
な
環
境
づ

く
り
運
動
の
一
環
と
して
市
が
 

気
田
勝
治
町
内
会
連
合
会
長
と

同
役
員
、
土
木
事
務
所
や
市
の

職
員
な
ど
合
わ
せ
て
約
五
〇
人

と
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
や
ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
の
車
両
七
台
が
旧

ロ
ー
タ
リ
ー
に
集
合
。
 

実
施
に
先
立
っ
て
森
田
市
長

は
、
 「活
力
あ
る
美
し
い
清
潔

な
ま
ち
を
築
く
た
め
に
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

く
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
」
と
あ
 

県
森
林
組
合
連
合
会
、北
津

軽
森
林
組
合
と
の
丑（
催
で開

い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

十
四
回
目
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
森
田

市
長
が
、
 「活
カ
と
潤
い
の
 

い
さ
つ
。
 

【
」維
蒸
誓
」
 

讐
響
薮
誌
「
 

た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
苗
木
や
鉢
植
え

を
売
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

が
立
ち
並
び
、
そ
れ
を
買
い
求

め
る
市
民
で
大
に
ぎ
わ
い
。
●
」
 

の
ほ
か
緑
化ま
つ
り
で
は
、ナ

ツ
ジ
タ
な
ど
の
苗
木
の
無
料
配

布
、
 「洋
蘭
の
鉢
替
え
管
理
」
 

実
技
講
習
会
、
花
と
緑
の
相
談

所
、
N
T
T
の
電
話
試
演
サ
ー
 

ビ
ス
な
ど
も
行
わ
れ
好
評
を
得

ま
し
た
。
 

脅
N珠w
 

表
に
入
学
記
念
樹
を贈
呈
し
 

クリーン作戦初日、気田連合町内会長とともに泥やゴミの

収集作業をする森田市長（右） 

そ
の
後
、
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
を

中
心
に
国
道
三
三
九
号
を
敷
島

町
踏
切
ま
で
と
栄
町
ま
で
の
一
一

班
に
別
れ
、
約
二
時
間
に
わ
た

っ
て
実
施
。
こ
の
区
間
だ
け
で

ダ
ン
プ
土
口
分
の
ゴ
ミ
や
泥
を

収
集
し
ま
し
た
。
 

同
作
戦
は
、
五
月
十
八
日
ま

で
続
け
ら
れ
ま
す
。
 

六
月
一
日
は
、人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
 

私
達
の
ま
ち
に
は
、
市
長
が

推
薦
し
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
い
じ
め
や
家
庭
内
の

い
ぎ
こ
ぎ
、
借
地
、
借
家
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
等
の
問

題
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
 

秘
密
は
守
ら
れま
す
の
で
、
 

人
権
擁
護
委

員
制
度
を
ご

存
じ

で
す
か
ノ
 

廿
⑩
三
〇
三
五
番
）
 

木
村
 
資
（
鎌谷
町
八
 
廿
⑧
 

一
一
四
九1
11番
）
 

対
馬
郁
夫
（
松
島町
七
ー
二
〇
 

●

＠
二
二
一
番
）
 

野
呂
金
八
郎
（
藻
川
 
●
⑩
一
一
 

七
七
九
番
）
 

嶋
口
慶
治
（
上
平井
町
三
七
 

か
⑩
一
西
三
〇
番）
 

也
7
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）
 

尾
崎
正
雄
（
田
町
一
八七
 
廿
 

⑩
二
六
二
四
番
）
 

石
井
福
太
郎
（
鎌谷
町
六
二
の
 

一
 
“
＠
一
四
八
〇
番
）
 

佐
々
木
初
海
（
吹
畑
 
。
⑩
二
 

一
七
七
番
）
 

小
笠
原
徳
一
（
野
里
 
。
⑩
一
一
 

〇
六

一
番
）
 

山
谷
 
清
（
元
町
一
五
二
の
一
 



（第615号） 広報ごしょがわら 

自
然
教
育
で
知
ら
れ
て
い
る

藻
川
小
学
校

（
山脇
薫
校
長

児
童
数
一
二
三
人
）
で
は
、
子

ど
も
達
が
村
に
あ
る
胸
肩
神
社

に
ま
つ
わ
る
物
語
を
つ
く
り
、
 

そ
れ
を

一
冊
の
冊
子
（B
5
判
 

・

十
五
ペ
ー
ジ
）
に
ま
と
め
て

村
の
歴
史
の
学
習
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
 

こ
の
物
語
を
つ
く
っ
た
の
は
、
 

こ
の
春
同
小
を
卒
業
し
た
佐
藤

理
佳
子
さ
ん
達
二
七
人
が
五
年

生

（
担任
・
高
橋
睦子
先
生
）
 

当
時
、
藻
川
の
高
橋
武
一
さ
ん

に
「藻
川
の
村
に
伝
わ
る
昔
こ
J
 

を
語
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
 

そ
の
中
に
「胸
肩
神
社
」
に
ま

つ
わ
る
大
変
興
味深
い
話
が
あ
 

胸肩神社物語」 をつくった子ども達（後列右端拙〕s" 

高橋先生） 	胸肩神社:立で。 

⑤ 昭和61年（1986年）5 月15日 

朝野球オープン！ 

「アフリカに緑を 

愛の一球」 

一園曾網動暑9尋も図線＝コ 

藻
 ！

、
 

"
d
!
 
子
ど

も
達
が

物
語
を
つ

く
り

村
の

歴
史
を

学

ぶ
 
ー
自
然
教
育
励
齢

発
展
ー
 

開会式で祝辞をilkべる森田市長 

県
内
で
最
も
長
い

歴
史
を
も
つ
五
所
川

原
朝
野
球
協
会

（
中

井
達
郎
会
長
）
主催

の
第
一
一
十
二
回朝
野

球
大
会
開
会
式
が
四

月
二
十
七
日
、
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

午
前
六
時
か
ら
の

開
会
式
に
は
、
中
井
 
 

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
 

高
橋
武
一
さ
ん
の
話
に
よ
る

と
、
 「今
か
ら
三
百
年
以
上
も

前
、
藻
川
が
大
泊
と
よ
ば
れ
て

い
た
頃
、十
三
湊
に
お
ろ
さ
れ

た
荷
物
は
岩
木
川
を
逆
上
っ
て

板
柳
あ
た
り
ま
で
運
ば
れ
た
が
、
 

大
泊
に
は
大
き
な
渦
が
あ
り
船

の
難
所
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
岩
木
川
を
行
き
か
う

船
の
安
全
を
願
っ
て
同
神
社
が

建
て
ら
れ
た
。
現
在
小
さ
な
ほ

こ
ら
の
あ
る
場
所
が
元
e
神
社

の
場
所
で
、
今
の
場
所
に
移
さ

れ
た
の
に
は
不
思
議
な
言
い
伝

え
が
あ
る
」
な
ど
、
興
味
を
ひ

か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
 

そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
達
は
高
 

会
長
は
じ
め
来
賓
、
選
手
な
ど

約
八
百
人
が
参
加
。
優
勝
旗
と

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
返
還
が行
わ
れ

た
後
、
中
井
会
長
が
「
今
年
も

皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
試
合
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
 

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し

て
森
田
市
長
が
 
「
ス
ポ

ー
ツ
マ

ン
精
神
を
十
分
に
発
揮さ
れ
、
 

軌
載
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
」
 

橋
武
一
さ
ん
か
ら聞
い
た
話
に
、
 

四
年
の
社
会
で
学
ん
だ
「
藻
川

の
水
防
の
歴
史
（
藻
川
の
村
の

人
達
が
、
い
か
に
し
て
水
に
苦

し
め
ら
れ
、
ま
た
闘
っ
て
き
た

か
）
」
や
三
好
村
史
を
重
ね
合

わ
せ
な
が
ら
、
先
生
と
子
ど
も

の
二
人
三
脚
で
物
語
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
き
ま
し
た
。
 

物
語
の
絵
は
、
初
め
学
習
発

表
会
用
に
と
大
型
紙
芝
居
に
し

ま
し
た
が
、
 一
人
ひと
り
の
財

産
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
共
同
版
画
に
つ
く
り
直

し
、
昨
年
＋
二
月
、
 一
冊
の
冊

子
と
し
た
も
の
。
 

当
時
担
任
で
あ
っ
た
高
橋
先

生
は
、
 「お
宮
の
鳥
居
一
本
、
 

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
参
加
選
手
を
代
表
し

て
、
吉
田
産
業
チ

ー
ム
の
高
橋

哲
夫
選
手
が
胡
野
球
宣
言
を
、
 

全
電
通
チ
ー
ム
の
伊
沢
修
治
選

手
が
選
手
官
誓
を
そ
れ
ぞ
れ
行

い
、
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
同
月
三
＋
日
の

第
一
戦
を
ス
タ
ー
ト
に
、
八
月

ま
で
の
五
か
月
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
ま
す
。
 

境
内
の
木
一
本
にも
歴
史
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
も
の

に
は
必
ず
そ
れ
を
つ
く
り
、
支

え
て
き
た
村
の
人
々
の
心
の
歴

史
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど

も
達
は
学
ん
だ
と
思
・ご
と
、
 

ま
た
山
脇
校
長
は
 
「子
ど
も
達

も
自
然
を
学
習
し
て
い
く
う
ち

に
大
変
素
直
に
な
っ
て
き
た
と

と
も
に
、
物
を
良
く
観
察
す
る

目
や
掘
り
下
げ
て
研
究
す
る
心

が
育
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
」
 

と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
ま
し
た
o
 

同
小
は
特
に
自
然
教
育
で
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
物
語
が
つ

く
ら
れ
た
の
も
、
そ
う
い
っ
た

下
地
か
ら
派
」」
商
に
発
展
し
て

い
っ
た
ー
つ
と
い
えま
す
。
 

ま
た
同
協
会
で
は
、
昨
年
に

継
続
し
て
ア
フ
リ
カ
難
民
を
救

お
う
ー
と
 
「ア
フ
リ
カ
に
緑
を

愛
の
一
球
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
募
金
活
動
を
展
開
中

で
、
こ
の
日
も
中
井
会
長
、
森

田
市
長
、
参
加
選
手
な
ど
が
率

先
し
て
募
金
し
て
い
ま
し
た
。
 

編
」～W川
×
 



6
月
1
日
か
ら
 

(
 

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
住
民
票
等
の
請
求
の

仕
方
が
変
わ
り
、
戸
籍
の
請
求

と
同
じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。
 

改
正
の
理
由
は
、
市
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
 

し
た
が
っ
て
、
六
月
一
日
か
 

ら
は
「
他
人
の
住
民
票
の
写
し

等
を
請
求
す
る
場
合
、
頼
ま
れ

た
人
の
印
鑑
と
、
頼
ん
だ
人
の

署
名
及
び
押
印
の
あ
る
請
求
書

ま
た
は
委
任
状
が
必
要
」
で
す
。
 

ま
た
、
そ
の
際
使
用
目
的
も

明
確
2
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
請
求
理
由
が
不
当
な

目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
 

他
人
の
住
民
票
の
写
ん
等
の
 

請
求
に
は
嘩
鑑
が
必
要
で
す
 

は
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

仮
に
不
正
な
手
段
に
よ
り
交

付
を
受
け
た
と
き
は
、
五
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
頼
ん
だ
人
の
署
名
、
 

押
印
に
必
要
な
請
求
書
用
紙
は
、
 

し
 

市
民
課
及
び
各
支
所
の
窓
ロ
に

備
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

不
明
な
点
は
、
市
民
課
（
廿

⑩
二
一
一
番
 
内

線
二
七
七

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

国
民
年
金
保
険
料
 

を
忘
れ
な
い
で
グ
 

会
社
員
な
ど
の
厚
生
年
金
保

険
料
は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
は
自
主

納
付
の
た
め
と
も
す
れ
ば
納
め

忘
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も

未
納
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
万
一

の
事
故
や
病
気
な
ど
で
、
母
子

家
庭
や
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
 

遺
族
（
障
害
）
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
確
実
に
お
と
ず
れ
る

長
寿
生
活
の
な
か
で
、
生
活
の

支
え
と
な
る
年
金
が
も
し
受
け

ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
大
変
な
こ

と
で
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
を
生
活
費

の
一
部
と
し
て
は
っ
き
り
位
置

づ
け
、
確
実
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

~ 広田団地一般分譲住宅購入者募集（2次募集） i 
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（第615号）⑥ 

市では、下記の要項により市営住宅の入居者を募集します。 
＞募 集 期 間 5 月20日から 5 月31日まで 
レ入 居 予 定 7 月 1日以降（予定） 
レ入居者の選考 市営住宅管理条例第 9 条の規定により実態調 

査を行い、市営住宅選考委員会に諮って決定します。 
レ建設場所及び種別 広田団地（みどり町 2 丁目地内） 

種別 構造 
募集
戸数 

規 	模 
戸床
 
当

面
 
り

積
 

家予
 
賃
定
 

敷 金 

第
2

種
 

幅
3

階
建
  

12戸 

6 丁（押入）、6 丁、 

4.5丁（押入）、台所、 

浴室、物置、 
物 入、ホール 

, m 
76.27 

円 
29,000 

家賃 の 
3 か月分 

レ入居資格 
(1）現に同居し、または同居しようとする親族がある人。 
(2）市内に住所または勤務場所を有する人。 
(3）住宅に困っている人。 
(4）市税等を滞納していない人。 
(5）政令で定める次の基準の収入のある人。 

種 別 収入基準 
同居親族 

1 	人 2 人 3 	人 4 人 5 人 6
 

人
 

第 2 種 
87.000円 

以下 2.143 
円 

.999 2,555 
円 

,999 
円 

2,971.999 3.3 75 
円 

.999 3.739 
円 

.999 4・099 
円 ~ 
・99旦」 

※ 収入基準の額は各種控除後の月収全額で粗収入の年収金 
額に換算したものです。 

レ申込手続書類（各1通） 
(1）入居申込書 
(2）所得金額計算書（給与所得者は昭和60年分源泉徴収票。給 

与以外の所得金額の所得者は、昭和60年分所得証明書を添 
付すること。） 

(3）住民票の騰本（婚約中の人は、双方の住民票） 
(4）市税等を滞納していない証明書（源泉徴収票添付者は不要） 
(5）婚約者は婚約証明書 

レ申し込み先（申込用紙交付場所） 
市建築住宅室（n⑩2111番 内線242番） 

レその他の注意事項 
(1）これまでの空家住宅入居申込書を提出された方でも、新規 

募集ですのであらたに申込んでいただきます。 
(2）申込書等は本人が持参してください。 
⑧申込書には、現住所、連絡先、電話番号等を明確に記入く 

ださい。 

譲渡価額から公庫融資額を除いた自己資金を納入していただき、 公社が住宅キ 
建設して分譲するものです。 
レ受付期間 5 月26日（月）-'5月30日（金うまで。先着順に受付決定いたします 
ン受付場所 市建築住宅室（”⑩2111番・内線242番）。 
詳しくは、県住宅供給公社（ft0177⑩1625番）へお問い合わせください。 

区 	分 
募集戸数 

（戸） 

―戸当り‘面積 譲渡予定価額 
（万円） 

公庫融資見込額 
（万円） 

金 
円） 

宅地 n ~ ~建物 m 

一般分譲住宅 若 干 300 ~ ~ 	82 1 .4 20 780 640 

閣圃固霞 
新鮮な安い野菜

や魚をみなさんの

食卓に供給しよう

という恒例の朝市

です。 

レ開設期間・・・6 月 

5 日困-'11月30 

日⑨ 

D開設時間I・・午前 

4 時～ 7 時 

レ開設場所・・・市庁

舎前お祭り広場

お問い合わせは

市商工観光課（廿

⑩2111番内線260 

番）へどうぞ。 
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Fモ面員寡葉一了筑篇算丁1 
I ガ ルスカウト盾動に参加してみませんか。 	1 

ID応募資格 小学4 年生～6年生の女子。 

iD活動内容 毎月1 ---2 回集会を持ち、歌やゲーム、 

I 奉仕活動などを行います。詳しいことは、鶴谷暁子 

I さん（か⑩2411番 上平井町）又は市中央公民館 

し(ff6056番）へ乞こぞ。 	――」 
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‘
 

廃油は捨てないでク 
市民の皆さん、廃油などを側溝

や用水路ノ＼捨てないでください 

これに違反すると法律により罰 

せられます。 	（市衛生課） 

「生活講座 	受講讐多 
~ 	働く婦人の家一 

レ受講資格 市内に住所または動務先を有する 受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

るご加什人 

レ受 講 料 無料（材料費は本人負担） 

＞受講期間 5 月26日～7月30日 

ン申し込み締切 5 月24日（D午後 2時 

レ申し込み先 市働く婦人の家（"（国）8 8 9 8 

番） 

募 集 内 容 

曜
日
 

一
  

午
1
0
 

前
0
0
 

の

1
2
 

部

0
0
 

 

午
6
 

の

8
  

一
 

 

後
3
0
 

部

3
0
 

 

目
？
 

生け 花（15人・10回） 

茶道・表千家（15人・10回） 

マクラメ（20人・10回） 

ちぎり絵（15人・10回） 

火 料 	理（30人・10回） 

水
  

着 	付（15人・10回） 

藤細工（20人・10回） 

ジャズダンス（20人・10回） 

※ 
ゾャズダンス教室は 30才以上の方のみ申し受 

受けます。 

'  

奉 計量器（はかり）の定期検査 

商店、農業経営者などで計量器を使用している

方は、年 1回の定期検査を必ず受けてください。 

レ注意すること 

① 検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査

料をご持参ください。 

② 検査を受けないはかりは、使用することがで

きません。 

③ 通知書記載の期日に検査を受けられない方は

他の場所でも受けられます。 

④ 期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市）で受検しなければなりません。 

期 	日 時 	間 場 	 所 

5月26日（月） 
午前10時30分～正午 影書コミュニテイセノター 
午後1時～3時 コミュニテイセンタ一 飯詰 

5月27日因 午前10時～午後3時 市 農 協 三 好 支 所 

5月28日困 
午前1(）時～11時3(〕分 コミュニテイセンター 中川 
午後1時～3時 津軽中央農協吹畑支所 

5月29日困 
午前10時～11時30分 市 農 協 栄 支 所 
午後1時～2時 市 役 所 梅 沢 支 所 

5月30日固 
午前10時～1】時30分 コミュニテイセンター 長橋 
午後1時～2時 コミュニテイセンター 七和 

6月 9日（月） 午前10時～午後3時釦分 中 	央 	集 	会 所 
（上平井町旧郵便局跡） 

6月10日因 午前10時～午後 3時3(）分 
中 	央 	集 	会 	所 
（上平井町旧郵便局跡） 

6月11日困 午前10時～午後3時31〕分 市 民 文 化 会 館 
6月12日（村 午前10時～午後 3時 市 民 文 化 会 館 
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「愛の献血」お願いします 

5
 

日
。
 
 

日 午 	前 午 	後 

30

日 
() 

10時～正午 1時30分～4時 

五所川原保健所前 

（末広町） 

白生会胃腸病院前 

（上平井町） 

＞日 時 5 月23日（金） 午後 1時 

D場 所 市保健センター 

レテーマ 「端息について」 

ン講 師 対馬昭幸先生 

（対馬内科小児科医院長） 

主催 北五医師会・市民保健協議会 

昭和61年（1986年） 5月15日 
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乳幼児の健康診査 
D場 所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分まで 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3才児は尿検

査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに尿を入れ

てもってきてください。 

※注意 6カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小児が

ん）の検査セットを配布します。 なお病気療養中（特に

伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。また 1才6 

カ月児、 3才児健診の際には歯科診察もありますので特に

飲食は避けてください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 カ 月 児 S61年 2 月生まれ 6月10日因 健康診査 

6 カ 月 児 S 60年11月生まれ 6月17日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年 5 月生まれ 6月23日（月） 健康相談 

1歳 6カ月児 S 59年12月生まれ 6月24日因 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年 2 月生まれ 6 月19日困 健康診査 

レお間い合わせは 
市衛生課（”⑩2111番内線268・272番）へどうぞ。 

~～つ 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の紹介は消防署へ 

235一 2019番 

（救急医療部会） 
に 

5月は 

固定資産税 	第1期 

軽自動車税 	全 期 

の納期です。 	（市収納課） 

r 

引年度歯の健康診断室 

）日時 6月 1 日（日） 
午前10時～午後 3時 

ン場所 中三ヂパート 5階催事場 
）内容」歯の無料健康診査了歯め磨

き方指導、図画ポスターの
展示、歯科関連物の展示

主催 県歯科医師会北五支部会、 
衛生士サークル 
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